
一
歩
前
へ
進
む
ま
ち
づ
く
り

能
登
町
総
合
計
画
は
、
町
の
最
上
位
計
画
と
し
て
、
長
期
的
な
視
点
か

ら
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、「
能
登
町
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
」
と
な
る
も
の
で
す
。
合
併
協
議
会
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
「
能

登
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
町
建
設
計
画
）」
の
理
念
を
発
展
的
に
継
承
し
つ
つ
、

施
策
の
よ
り
具
体
的
な
内
容
を
示
す
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
は
、
平
成
17
年
7
月
か
ら
計
画
策
定
委
員
会
で
立
案
さ
れ
、
３

人
の
公
募
委
員
を
含
む
15
人
で
構
成
す
る
能
登
町
総
合
計
画
審
議
会
で
審
議
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
施
策
ア
イ
デ
ア
や
※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し

た
り
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
開
示
す
る
な
ど
、
そ
の
策
定
過
程
を
公

開
し
て
き
ま
し
た
。（
※
町
政
へ
の
住
民
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、
重
要
な
計
画
や
条
例

な
ど
を
定
め
る
際
、
広
く
町
民
か
ら
意
見
や
情
報
を
求
め
る
制
度

）

9
月
4
日
、
第
6
回
審
議
会
が
開
か
れ
、
11
日
に
は
松
本 

博
会
長
か
ら
持

木
町
長
へ
最
終
案
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け

た
持
木
町
長
は
、
9
月
議
会
最
終
日
に
追
加
議
案
と
し
て
総
合
計
画
を

提
出
、
議
会
の
議
決
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
さ
れ
た
総
合
計
画
（
計
画
期
間
10
年
間
）
を
も
と
に
、
今
後
、
各
分
野
別

施
策
や
個
別
事
業
の
詳
細
な
計
画
を
立
案
・
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
像
で
あ
る

「
奥
能
登
に
ひ
と
・
く
ら
し
が
輝
く　

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
特
に
重
点
的
・
横
断
的
に
取
り
組
む
「
５
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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　わたしたちは、美しく豊かな自然の中で、健康で潤いのある生活を

営み、先人の築いた文化と伝統に誇りをもち、一人ひとりが希望と愛着

を持って、さらに住みよい町を築くため、この憲章を定めます。

能 登 町 民 憲 章

一、 土と水を愛し、安らぎのあるまちにしましょう

一、 健康で、心のふれあいを大切にするまちにしましょう

一、 働くことに感謝し、創意と工夫で活力あるまちにしましょう

一、 歴史に学び、スポーツと文化を育むまちにしましょう

一、 能登町に誇りをもち、世界と未来にひらけるまちにしましょう

平成 18年 9月 1日制定

能登町総合計画基本目標



「
町
民
、
行
政
の
力
を
結
集
し
た
い
」

合
併
し
て
誕
生
し
た
能
登
町
が

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
を
示
す
た

め
、
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
多
忙
な
中
、
11
カ
月

６
回
に
わ
た
っ
て
熱
心
な
ご
審
議
を

し
て
い
た
だ
い
た
15
人
の
審
議
会
委

員
の
方
々
に
は
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
今
回
の
計
画
づ
く
り
に
あ

た
っ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の

み
な
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
や

お
知
恵
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
試
み
た
審
議
会
委
員

の
公
募
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集
、
審
議
会
で
の
や
り
と
り
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
な
ど

は
、ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
で
は
、
町
の
基
本
目
標

を
「
一
歩
前
へ
進
む
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
町
民
一
人

ひ
と
り
が
主
体
と
な
り
『
何
を
す
べ

き
か
』『
何
が
で
き
る
か
』
を
共
に

考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
実
行
し
て

い
く
こ
と
を
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

姿
勢
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

常
々
、
私
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る

訳
で
す
が
、

「
協
働
」
と

は
『
違
う
力

を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
飛
躍
的
な
活
力

を
生
み
出
す
作
業
』
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
と
私
た
ち
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ

な
力
を
結
集
し
て
、
こ
の
計
画
書
に

描
か
れ
た
夢
の
実
現
に
ま
い
進
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
引
き
続

き
積
極
的
な
ご
参
加
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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総
合
計
画
審
議
会
委
員
は
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
確
固
た

る
信
念
を
持
た
れ
た
３
人
の
公
募
委

員
の
方
々
を
は
じ
め
専
門
的
知
識
と

実
績
を
お
持
ち
の
各
界
の
代
表
の

方
々
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
能

登
町
の
10
年
後
に
向
け
て
す
ば
ら
し

い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
委
員
は
、
合
併
時
に
町
民

合
意
で
作
ら
れ
た
「
能
登
町
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
を
基
本
に
、「
能
登
町

の
未
来
を
語
る

会
」
で
の
多
様

な
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
作

業
を
進
め
ま
し
た
。

　

合
併
し
て
約
１
年
半
、
合
併
へ
の

期
待
、
生
活
に
直
結
し
た
意
見
や
要

望
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、「
合
併
し

た
ら
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
良
く
な
る

で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
生
活
の
実

感
が
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
審
議
を
進
め
て
い
く
中
で
感

じ
ま
し
た
。

　

財
政
構
造
の
健
全
化
、
少
子
化
対

策
、
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、

交
通
網
の
整
備
、
自
然
環
境
の
保
全

等
々
、多
様
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
、

総
合
計
画
で
は
全
て
を
網
羅
し
た
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
中
か
ら
、
何
に
重
点

を
置
き
、何
か
ら
取
り
組
む
べ
き
か
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く

か
、
町
民
全
て
の
協
力
と
行
政
・
議

会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
中
で
も
よ
く
出
た
言
葉
で

す
が
「
言
葉
だ
け
で
は
ダ
メ
、
実
行

こ
そ
大
切
」。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
横
断
的
な
官

民
協
働
の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
、

企
画
力
・
実
践
意
欲
こ
そ
大
切
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

能
登
町
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り

人づくり
～住民協働で人とまちを育てる～

定住促進
　　～就業機会の充実　
　　　　＆田舎暮らしのススメ～

交流拡大
　～交通通信網と地域資源の
　　　　　　活用で賑わいを創出～

醸
かも

しの郷
　　～地球にやさしい
　　　　循環型のまちづくり～

福祉充実
　～少子・超高齢社会も
　　安心して暮らせるまちへ～

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
教
育
や

生
涯
学
習
を
推
進
し
、
町
を

支
え
愛
す
る
心
豊
か
な
人
材
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
・
企
業
・
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
生
涯
学
習
、

自
然
環
境
の
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
積
極
的
な
活
動
や
、

民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

情
報
教
育
、
環
境
教
育
、
ふ
る
さ
と

教
育
、
食
育
の
推
進
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
、
生
涯
学
習
施
設
の
整

備
、ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
の
推
進
、

伝
承
講
座
の
開
設
、
郷
土
芸
能
発
表

の
場
の
整
備
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
（
仮
称
）
の
設
置
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
体
制
の
整
備
、

人
材
交
流
の
実
施

す
べ
て
の
住
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
医
療
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子

化
や
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
中
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
地
域
支
援

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
就
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地
域
活
動
な
ど
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
機

会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

医
師
・
看
護
師
の
確
保
、
学
童
保
育

の
充
実
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

児
童
館
等
活
動
の
充
実
、
地
域
包
括

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
介
護

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の
推

進
、
包
括
的
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
業
務
の
推
進
、
高
齢
者
の

地
域
活
動
や
社
会
参
加
の
促
進
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｔ
化

若
者
の
定
住
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
な

企
業
の
誘
致
や
既
存
産
業
へ
の
支
援

な
ど
に
よ
り
雇
用
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
起
業
活
動
の
支
援
や
海
洋
深

層
水
の
利
活
用
に
よ
り
、
産
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
に
対
し
て
、
求
人
や
住
宅
情
報

を
発
信
し
、
町
外
か
ら
の
転
居
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

商
工
会
お
よ
び
中
小
企
業
の
支
援
、

企
業
等
立
地
の
促
進
助
成
事
業
、
起

業
支
援
制
度
の
設
置
・
運
用
、
産
業

資
源
と
し
て
の
海
洋
深
層
水
の
利
活

用
の
促
進
、
空
き
家
の
利
活
用
の
推

進
、
能
登
町
の
暮
ら
し
促
進
事
業
の

推
進
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
草
の
根
運
動

の
推
進

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
産
地
消
を
基

本
と
し
て
、
い
し
り
や
日
本
酒
な
ど

の
発
酵
文
化
の
伝
承
や
付
加
価
値
の

高
い
特
産
品
の
開
発
・
販
売
に
よ
り
、

町
の
魅
力
を
町
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
推
進
し
、
家
畜
排
泄
物
や
水
産
加

工
残
渣
な
ど
を
発
酵
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
発
酵
文
化

の
伝
承
、
能
登
杜
氏
の
情
報
発
信
、

特
産
品
開
発
の
推
進
、
地
場
産
農
産

物
の
消
費
拡
大
、
間
伐
材
利
用
の
促

進
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
事
業
化
検
討
調

査
、
施
設
整
備
の
推
進

町
内
外
の
交
流
を
促
進
し
、
生

活
や
産
業
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
道
路
網
や
通
信
網
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
能
登
空
港
の
有
効

活
用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
自
然
や
地
域
文
化

を
活
か
し
た
体
験
交
流
観
光
や
観
光

施
設
の
充
実
に
よ
り
、
町
外
と
の
交

流
を
促
進
し
、
賑
わ
い
や
活
力
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

国
道
２
４
９
号
、
珠
洲
道
路
、
主
要

道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促

進
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
高
度
化
、
地

域
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
、
国
内
交

流
首
都
圏
誘
客
促
進
事
業
の
支
援
、

各
種
観
光
施
設
の
機
能
拡
充
、
紅
葉

植
樹
事
業
の
推
進
、
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
、
体
験
交
流
施
設
の
機
能

充
実
、
修
学
旅
行
・
合
宿
の
誘
致
、

民
有
歴
史
文
化
資
産
の
保
存
・
活
用

能登町総合計画審議会長　松本　博　

　能登町長　持木一茂

「
言
葉
だ
け
で
は
ダ
メ
、
実
行
こ
そ
大
切
」


